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全
管
連
マ
ン
シ
ョ
ン
再
生
法

�
（
仮
称
）
制
定
を
目
指
す

�
Ｎ
Ｐ
Ｏ
埼
管
ネ
ッ
ト　
　

�
会
長　

佐
々
木　

一

新
年
の
ご
挨
拶
で
も
御
報
告
の

通
り
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
全
管
連
は
新
た
な

運
動
「
マ
ン
シ
ョ
ン
再
生
に
関
す
る

法
制
化
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

昨
年
４
月
名
古
屋
で
開
か
れ
た

全
国
代
表
者
会
議
の
決
議
を
受
け

て
、
５
月
～
７
月
に
、
国
交
省
、

環
境
省
、
自
民
党
、
民
主
党
、
公

明
党
、
に
対
し
基
本
法
の
制
定
提

言
・
説
明
を
致
し
ま
し
た
。

こ
の
法
制
化
を
め
ぐ
る
運
動

は
、
地
球
温
暖
化
防
止
の
為
の

CO
2

の
負
荷
を
少
な
く
し
、
環
境

保
全
に
役
立
て
る
こ
と
に
結
び
つ

く
も
の
で
す
。

全
管
連
の
方
針
は
、
全
政
党
の

党
派
を
超
え
た
協
力
体
制
づ
く
り

を
前
提
に
し
た
、
内
閣
府
の
提
案

で
法
制
化
を
図
る
考
え
で
す
。

全
管
連
で
云
う
再
生
化
法
と

は
、
既
存
マ
ン
シ
ョ
ン
を
適
正
に

維
持
管
理
し
、
築
後
１
０
０
年
程

度
は
、
住
み
続
け
ら
れ
る
事
を
目

指
し
、
そ
の
時
代
の
生
活
ス
タ
イ

ル
や
社
会
的
な
求
め
や
必
要
に
応

じ
て
再
生
を
行
い
、
長
寿
命
化
を

図
る
こ
と
が
目
的
で
あ
る
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

そ
の
核
た
る
主
な
基
準
は
、
⑴

超
寿
命
化
で
き
る
よ
う
な
適
正
な

維
持
保
全　

⑵
耐
震
性
の
確
保　

⑶
内
装
や
設
備
の
更
新
で
生
活
水

準
を
向
上
さ
せ
る
等
で
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
基
準
を
ク
リ
ア
ー
す

る
に
は
、
区
分
所
有
法
等
、
現
行

法
の
改
正
を
図
る
必
要
が
あ
り
、

再
生
技
術
の
開
発
、
専
門
技
術
者

及
び
事
業
者
を
育
成
強
化
す
る
こ

と
も
急
務
で
あ
り
ま
す
。

以
下
の
内
容
は
、「
マ
ン
シ
ョ
ン

再
生
（
仮
称
）
の
法
制
化
」
を
め

ぐ
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
全
管
連
の
提
言
文
書

を
事
務
局
で
要
約
し
た
も
の
で
す
。

・
住
宅
政
策
の
転
換
と
環
境
保
護

�

省
資
源
化
へ
の
流
れ

２
０
０
６
年
に
な
る
と
大
き
な

転
換
が
起
こ
り
ま
し
た
。

政
府
の
政
策
が
従
来
の
フ
ロ
ー

中
心
か
ら
ス
ト
ッ
ク
重
視
に
切
り

替
わ
り
、「
法
制
度
も
住
生
活
基

本
法
」
が
制
定
さ
れ
、「
ス
ト
ッ

ク
重
視
」
の
体
制
作
り
の
具
体
化

に
向
か
う
と
期
待
し
た
も
の
の
ま

だ
ま
だ
遅
遅
と
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
流
れ
は
、
２
０

０
２
年
建
て
替
え
円
滑
化
法
の
制

定
、
区
分
所
有
法
改
正
の
議
論
か

ら
将
来
の
住
宅
管
理
の
あ
り
方
が

国
会
の
付
帯
決
議
で
可
決
さ
れ
た

事
に
も
あ
る
よ
う
に
、
資
源
を
大

切
に
使
う
、CO

2

発
生
を
制
御
す

る
考
え
方
の
広
が
り
に
合
わ
せ

て
、
建
て
替
え
し
か
選
択
肢
が
な

い
こ
と
は
、
問
題
視
さ
れ
て
き
た

こ
と
で
す
。

・
適
切
な
建
物
管
理
と
良
好
な

�

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
育
成

住
居
は
あ
く
ま
で
も
第
一
義
的

に
は
、「
生
活
の
為
の
用
具
で
あ

り
、
自
然
環
境
か
ら
家
族
を
守
る

た
め
の
シ
ェ
ル
タ
ー
で
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
国
民
の
最
低
文
化

的
な
生
活
を
保
障
す
る
施
策
と
し

て
住
宅
政
策
は
施
行
さ
れ
る
べ
き

も
の
で
す
。
全
管
連
は
、
１
９
８

６
年
の
創
設
以
来
建
物
の
安
全
を

確
保
す
る
為
の
適
切
な
維
持
管
理

の
必
要
性
と
マ
ン
シ
ョ
ン
固
有
の

特
性
で
あ
る
共
同
生
活
と
共
同
管

理
の
基
礎
条
件
を
作
る
・
良
好
な

マ
ン
シ
ョ
ン
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
必

要
を
強
調
し
て
今
日
ま
で
２４
年
間

活
動
を
し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
間

マ
ン
シ
ョ
ン
は
、
３
倍
に
増
え

て
、
２
０
０
８
年
に
は
、
居
住
人

口
は
、
１
３
０
０
万
人
と
な
り
、

都
市
に
お
け
る
居
住
形
態
と
し
て

定
着
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

住
宅
政
策
の
中
心
は
、
相
変
わ
ら

ず
新
築
（
フ
ロ
ー
）
で
あ
り
、
３０

年
老
朽
化
説
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

野
放
し
に
し
た
従
来
の
踏
襲
が
続

き
ま
し
た
。

・
求
め
続
け
た
「
再
生
」

全
管
連
は
、
２
０
０
２
年
の
マ

ン
シ
ョ
ン
建
て
替
え
円
滑
化
法
の

制
定
及
び
区
分
所
有
法
の
改
正
に

対
し
て
、
政
府
及
び
各
党
に
要
望

と
意
見
書
を
提
出
す
る
と
共
に
、

大
規
模
な
集
会
を
開
催
し
て
マ
ン

シ
ョ
ン
建
て
替
え
と
い
う
一
般
的

な
政
策
で
は
な
く
「
再
生
」
と
い

う
適
切
な
維
持
管
理
と
建
物
の
長

期
使
用
を
促
す
政
策
を
実
現
す
る

よ
う
強
く
要
望
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
法
律
体
制
に
は
取

り
入
れ
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

区
分
所
有
法
改
正
の
付
帯
決
議
と

し
て
衆
参
両
院
で
次
の
よ
う
な
内

ＩＳＯ９００１・１４００１に裏づけされた高品質な

工事と誠実なアフターケア環境にやさしい

リニューアルを提供します。

本社　川崎市川崎区大川町8-1　　　　

　　　ＴＥＬ 044-366-4807(営業部)

　　　ＦＡＸ 044-366-4810

　　　ＵＲＬ ｈｔｔｐ://ｗｗｗ.ｓｉｎｙｏ.ｃｏｍ

ビル・マンション等のリニューアルはシンヨーにお任せ下さい。

シンヨー株式会社
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容
を
盛
り
込
む
事
が
出
来
ま
し
た
。

「
環
境
保
全
、
高
齢
者
、
障
害

者
居
住
等
の
視
点
か
ら
マ
ン
シ
ョ

ン
の
長
命
化
を
図
る
為
の
必
要
な

措
置
を
講
ず
る
よ
う
努
め
る
事
。

又
、
マ
ン
シ
ョ
ン
長
寿
命
化
や

再
生
に
関
す
る
調
査
研
究
を
促
進

す
る
こ
と
」
で
あ
り
ま
す
。

・
良
好
な
住
環
境
成
へ
の
持
続

�

可
能
な
取
り
組
み

以
上
の
よ
う
な
経
緯
を
踏
ま
え

て
こ
の
度
「
マ
ン
シ
ョ
ン
再
生
法

（
仮
称
）
の
制
定
を
求
め
る
提
言

を
発
表
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

こ
こ
で
云
う
「
再
生
」
と
は
、

「
主
要
な
構
造
躯
体
を
残
し
な
が

ら
、
部
分
的
な
改
善
・
改
良
・
設

備
の
更
新
等
を
す
る
こ
と
で
、
そ

の
時
代
の
住
生
活
の
ニ
ー
ズ
に
合

わ
せ
る
事
」
を
云
い
ま
す
。

「
再
生
」
と
い
う
マ
ン
シ
ョ
ン

管
理
の
新
た
な
選
択
肢
を
得
る
こ

と
に
、
従
来
「
建
て
替
え
」
と
い

う
選
択
肢
し
か
な
か
っ
た
時
の
住

民
間
の
対
立
や
そ
れ
に
伴
う
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
の
崩
壊
と
い
っ
た
問

題
、
更
に
環
境
保
護
・
省
資
源
化

へ
の
逆
行
と
い
う
問
題
か
ら
解
放

さ
れ
「
再
生
」
と
い
う
持
続
可
能

な
方
法
に
よ
っ
て
、
マ
ン
シ
ョ
ン

に
住
み
続
け
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

成
長
と
良
好
な
住
環
境
の
形
成
に

取
り
組
む
条
件
を
生
み
だ
す
こ
と

が
可
能
に
な
り
ま
す
。

以
上
、「
再
生
法
」
に
対
す
る

全
管
連
１９
団
体
の
意
見
を
ま
と
め

た
提
言
の
趣
旨
で
あ
り
ま
す
。

・
再
生
法
制
定
を
目
指
す
議
員

�

総
会
・
全
国
集
会
の
報
告

三
月
九
日
、
東
京
で
議
員
総
会
、

全
国
集
会
を
開
催
致
し
ま
し
た
。

＊「
議
員
集
会
報
告
」

午
後
２
時
か
ら
４
時
ま
で
参
議

院
議
員
会
館
で
開
か
れ
た
議
員
集

会
に
は
、
全
管
連
加
盟
１６
団
体
３０

名
が
参
加
致
し
ま
し
た
。
埼
管
ネ

ッ
ト
か
ら
は
、
佐
々
木
会
長
、
長

谷
山
・
福
田
両
拡
大
委
員
会
理
事

の
３
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

国
会
議
員
の
出
席
は
、
与
党
を

中
心
に
議
員
本
人
出
席
が
６
名
、

代
理
（
秘
書
）
出
席
が
２
名
と
多

く
の
議
員
に
出
席
頂
き
ま
し
た
。

出
席
さ
れ
た
各
議
員
か
ら
マ
ン

シ
ョ
ン
問
題
及
び
マ
ン
シ
ョ
ン
再

生
法
に
対
す
る
意
見
を
表
明
し
て

頂
き
ま
し
た
。

＊
出
席
国
会
議
員

「
民
主
党
」

・
参
議
院
議
員　

中
村
哲
治
氏

・
衆
議
院
議
員　

川
内
博
史
氏

・
衆
議
院
議
員　

辻　
　

恵
氏

・
衆
議
院
議
員　

三
井　

雄
氏

・
参
議
院
議
員　

水
戸
将
史
氏

「
自
民
党
」

・
衆
議
院
議
員　

菅　

義
偉
史

「
日
本
共
産
党
」

・
衆
議
院
議
員　

穀
田
恵
二
氏

な
お
、
こ
の
議
員
集
会
に
は
、

マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
新
聞
の
荒
井
記

者
と
神
奈
川
マ
ン
シ
ョ
ン
ラ
イ
フ

の
北
見
記
者
が
出
席
し
ま
し
た
。

＊「
全
国
集
会
報
告
」

夜
６
時
３０
分
、
一
ツ
橋
日
本
教

育
会
館
で
開
催
さ
れ
た
全
国
集
会

に
は
、
全
管
連
加
盟
１７
団
体
を
中

心
に
１
３
０
名
が
参
加
し
ま
し

た
。
埼
管
ネ
ッ
ト
か
ら
は
、
議
員

集
会
に
出
席
し
た
３
名
の
他
に
白

倉
副
会
長
、
マ
ン
総
研
の
喜
田
理

事
長
の
５
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

又
、
国
会
議
員
も
４
名
出
席
し
ま

し
た
。

当
日
、
会
場
は
満
員
の
出
席
者

で
埋
め
尽
く
さ
れ
全
管
連
、
省
エ

ネ
再
生
西
尾
委
員
の
司
会
で
始
ま

り
、
穐
山
精
吾
会
長
の
主
催
者
挨

拶
、
山
本
育
三
全
管
連
省
エ
ネ
再

生
委
員
に
よ
る
マ
ン
シ
ョ
ン
再
生

法
の
趣
旨
説
明
、
谷
垣
千
秋
事
務

局
長
に
よ
る
マ
ン
シ
ョ
ン
再
生
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
報
告
な
ど
が

行
わ
れ
、
そ
の
後
出
席
さ
れ
た
国

会
議
員
の
先
生
方
か
ら
再
生
法
に

対
す
る
真
剣
な
意
見
表
明
が
あ
り

ま
し
た
。

続
い
て
マ
ン
シ
ョ
ン
関
係
各
団

体
の
代
表
の
皆
様
か
ら
長
寿
命

化
、
再
生
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
積
極
的
な
提
案
や
ご
意
見
を
頂

く
事
が
出
来
ま
し
た
。

＊
出
席
国
会
議
員

「
民
主
党
」

・
参
議
院
議
員　

中
村
哲
治
氏

・
衆
議
院
議
員　

辻　
　

恵
氏

「
公
明
党
」

・
衆
議
院
議
員　

大
口
善
德
氏

「
み
ん
な
の
党
」

・
衆
議
院
議
員　

柿
沢
未
途
氏

な
お
、
共
産
党
の
穀
田
議
員

は
、
両
集
会
共
出
席
が
で
き
な
か

っ
た
為
、
書
面
で
意
見
を
提
出
し

て
頂
き
ま
し
た
。
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東
日
本
大
震
災
情
報

東
日
本
大
震
災
の
余
震
に
よ
る

二
次
被
害
を
防
止
す
る
た
め
、
宮

城
県
内
で
建
築
物
の
応
急
危
険
度

判
定
が
行
わ
れ
て
い
る
。
津
波
に

よ
る
甚
大
な
被
害
に
か
き
消
さ
れ

が
ち
で
あ
る
が
、
内
陸
部
の
住

宅
・
建
築
物
も
大
き
な
地
震
被
害

を
受
け
、
全
管
連
で
マ
ン
シ
ョ
ン

運
動
を
一
緒
に
行
っ
て
い
る
団

体
、
仙
台
市
に
あ
る
「
東
北
管

連
」
に
よ
れ
ば
、
マ
ン
シ
ョ
ン
を

中
心
と
す
る
都
市
型
の
建
物
被
害

も
深
刻
と
の
こ
と
で
あ
る
。

又
、
河
北
新
報
に
よ
る
と
仙
台

市
中
心
部
の
ビ
ル
や
マ
ン
シ
ョ

ン
、
住
宅
に
も
大
き
な
被
害
が
出

て
お
り
、
仙
台
市
は
、
３
月
２２
日

ま
で
に
、
被
害
の
大
き
な
地
域
を

中
心
に
６
、２
３
１
棟
の
応
急
危

険
度
判
定
を
終
え
８
４
９
棟
を
倒

壊
の
危
険
性
が
高
い
「
危
険
」
と

判
定
し
た
。

全
体
の
被
害
総
数
は
、
は
っ
き

り
せ
ず
、
全
容
は
つ
か
め
な
い
ま

ま
と
の
こ
と
。
生
活
再
建
や
二
次

災
害
防
止
に
向
け
、
独
自
の
対
策

に
乗
り
出
し
た
住
民
も
い
る
と
の

こ
と
。

・
宮
城
野
区
幸
町
の
市
営
住
宅
高

層
棟
（
１１
階
、
２
３
０
世
帯
入

居
）
は
、
応
急
危
険
度
判
定
で

「
危
険
」
と
さ
れ
、
入
り
口
に
立

ち
入
り
を
制
限
す
る
赤
紙
が
貼
ら

れ
て
い
る
。

・
青
葉
区
荒
巻
本
澤
の
マ
ン
シ
ョ

ン
ハ
イ
ネ
ス
荒
巻
（
１４
階
、
１
１

９
世
帯
入
居
）
は
、
地
震
で
ビ
ル

の
至
る
所
で
ひ
び
割
れ
が
発
生

し
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
が
落
下
し

た
。市

の
応
急
判
定
の
対
象
か
ら
漏

れ
た
住
民
や
管
理
会
社
の
社
員
ら

が
、
自
主
的
に
立
ち
入
り
を
制
限

し
、
日
中
の
荷
物
の
持
ち
出
し
に

限
り
立
ち
入
り
を
許
可
し
て
い

る
。某

マ
ン
シ
ョ
ン
は
、
震
災
前
に

ビ
ル
の
所
有
者
が
行
方
を
く
ら
ま

し
、
裁
判
所
の
管
理
下
に
あ
り
、

修
繕
や
建
て
替
え
の
見
通
し
は
全

く
立
っ
て
お
ら
ず
、
住
民
ら
は
、

１５
日
に
急
遽
自
治
組
織
を
つ
く
り

行
政
の
救
済
策
に
期
待
を
寄
せ
て

い
る
。

・
２
０
０
９
年
１
月
に
建
築
さ
れ

た
宮
城
野
区
の
賃
貸
マ
ン
シ
ョ
ン

（
１４
階
、
２
０
８
世
帯
入
居
）
は
、

１
階
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
内
に
「
退
去

勧
告
」
の
張
り
紙
を
出
し
て
い

る
。管

理
人
に
よ
る
と
梁
や
外
壁
の

ひ
び
割
れ
、
タ
イ
ル
の
剥
落
、
玄

関
ド
ア
枠
の
変
形
に
よ
る
ド
ア
の

開
閉
不
能
な
ど
を
確
認
。
民
間
会

社
に
よ
る
建
物
診
断
の
結
果
「
地

震
に
よ
り
建
物
全
体
が
重
大
な
損

傷
を
受
け
、
使
用
不
能
と
判
断
し

た
と
し
て
建
物
管
理
者
は
、
入
居

者
に
安
全
な
場
所
へ
の
避
難
勧
告

を
行
っ
て
い
る
と
い
う
。

損
傷
が
あ
る
が
立
ち
入
る
事
は

可
能
と
さ
れ
た
「
要
注
意
」
建
物

は
１
、４
５
３
棟
あ
っ
た
。

宮
城
県
対
策
本
部
は
、
２８
日
東

日
本
大
震
災
に
よ
る
県
内
の
住
宅

の
被
害
状
況
を
初
め
て
公
表
し

た
。
全
壊
ま
た
は
、
一
部
損
壊
し

た
住
宅
は
、
同
日
８
時
半
現
在
、

２２
市
町
村
で
計
４
、８
７
１
棟
と

の
こ
と
。
石
巻
市
や
南
三
陸
町
、

女
川
町
、
山
元
町
な
ど
甚
大
な
被

害
を
受
け
た
沿
岸
自
治
体
の
大
半

で
調
査
結
果
を
集
約
で
き
て
い
な

い
状
況
が
続
い
て
お
り
、
全
容
把

握
に
は
時
間
が
か
か
り
そ
う
だ
。

調
査
の
進
展
と
共
に
被
害
は
大
幅

に
拡
大
す
る
見
込
み
と
な
っ
て
い

る
。

�

事
務
局　

佐
々
木

納得、安心のできる管理

☆ 総合管理の受託から自主管理の応援まで

☆ 管理組合のニーズに合った管理システム

☆ 木目の細かい対応が出来ます

日本高層管財株式会社
本社東京都渋谷区代々木1-19-12新代々木ビル4階 〒151-0053
　　ＴＥＬ03-5388-4471(代)　ＦＡＸ03-5388-6463



（�） 2011年 4月15日発行� （第97号）

孤
独
死
防
止
の
対
策

�
埼
管
ネ
ッ
ト
拡
大
委
員
会　

�
理
事　

福
田　

次
男

私
が
「
孤
独
死
問
題
」
と
い
う

言
葉
を
耳
に
し
た
の
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ

テ
レ
ビ
を
見
て
い
た
時
、
丁
度

「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ス
ペ
シ
ャ
ル
無
縁
社
会
」

と
い
う
放
送
が
あ
り
ま
し
た
。

私
が
、
六
十
年
暮
ら
し
て
い
る

街
で
も
以
前
に
比
べ
て
挨
拶
を
は

じ
め
近
所
付
合
い
が
希
薄
に
な
っ

て
き
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

無
縁
社
会
は
、
深
刻
な
社
会
問

題
で
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
調
査
に
よ
る
と
年

間
参
万
二
千
人
の
孤
独
死
が
発
生

し
て
い
る
よ
う
で
す
。

動
物
の
世
界
を
例
に
挙
げ
、
石

原
都
知
事
が
云
っ
て
ま
し
た
が
、

象
の
群
れ
で
は
、
一
頭
が
死
ぬ
と

群
れ
が
取
り
囲
み
泣
く
そ
う
で
す
。

で
は
人
間
社
会
は
ど
う
で
し
ょ

う
か
？　

日
々
の
暮
ら
し
の
中
の

触
れ
合
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

大
切
さ
を
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

今
後
も
年
間
三
万
件
を
超
え
る

孤
独
死
が
予
想
さ
れ
そ
れ
を
防
ぐ

方
法
・
方
策
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
を
確
保
す
る
為
に
、
お
互
い

に
挨
拶
を
す
る
こ
と
・
さ
ら
に
他

人
に
対
し
、
日
頃
か
ら
の
気
配
り

が
大
切
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
人

力
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
私

な
り
に
考
え
て
孤
独
死
を
防
ぐ

為
、
左
図
の
よ
う
な
道
具
（
シ
ス

テ
ム
）
を
活
用
す
る
こ
と
も
必
要

か
と
思
い
ま
す
。

○
サ
ー
ビ
ス
の
内
容

・
水
不
使
用
ア
ラ
ー
ム
通
報

一
人
暮
ら
し
の
老
人
の
家
庭
に

電
子
式
水
道
メ
ー
タ
ー
を
設
置

し
、
見
守
り
人
を
登
録
し
て
お
き

ま
す
。

即
ち
、
水
道
メ
ー
タ
ー
が
動
い

て
い
れ
ば
元
気
に
生
活
し
て
い
る

と
判
断
し
、
メ
ー
タ
ー
が
長
時
間

止
ま
っ
て
い
た
ら
何
か
異
常
が
起

き
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
「
見

守
り
人
」
に
通
報
す
る
と
い
う
シ

ス
テ
ム
で
す
。

見守りサービス“水飲んでっか”

三興管理株式会社
社団法人　高層住宅管理業協会　正会員

東京都千代田区神田須田町1-7
電話番号　03-3252-7367
ＦＡＸ番号　03-3255-2287
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提
携
会
員
の
紹
介

�

越
谷
市
マ
ン
シ
ョ
ン
連
合
会　

�
会
長　

松
下　

泰
清

私
ど
も
「
越
谷
市
マ
ン
シ
ョ
ン

連
合
会
」（
以
下
連
合
会
と
い
う
）

は
越
谷
市
内
の
複
数
マ
ン
シ
ョ
ン

居
住
者
の
集
ま
り
で
す
。（
現
在

の
総
戸
数
は
約
１
、５
０
０
戸
）

当
連
合
会
設
立
の
き
っ
か
け

は
、
越
谷
市
広
報
誌
「
広
報
こ
し

が
や
」
に
掲
載
さ
れ
た
越
谷
市
後

援
の
マ
ン
シ
ョ
ン
交
流
会
に
連
合

会
発
起
メ
ン
バ
ー
が
参
加
し
、
マ

ン
シ
ョ
ン
管
理
に
つ
い
て
話
合
い

の
場
を
持
っ
た
こ
と
か
ら
で
し
た
。

翌
年
の
平
成
１６
年
秋
に
は
、
越

谷
市
内
マ
ン
シ
ョ
ン
の
管
理
組
合
や

自
治
会
の
有
志
が
集
い
連
合
会
を

結
成
し
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。

設
立
当
初
は
セ
ミ
ナ
ー
講
師
の

派
遣
等
で
埼
管
ネ
ッ
ト
の
協
力
も

頂
き
な
が
ら
連
合
会
と
し
て
、
マ

ン
シ
ョ
ン
の
維
持
、
管
理
に
つ
い

て
様
々
な
セ
ミ
ナ
ー
と
勉
強
会
を

実
施
し
、
会
員
相
互
の
情
報
収
集

や
交
換
、
共
有
に
よ
っ
て
市
内
の

マ
ン
シ
ョ
ン
諸
問
題
の
解
決
の
手

助
け
に
な
る
活
動
を
続
け
て
参
り

ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
限
ら
れ
た
枠
の

中
で
の
相
談
、
情
報
提
供
に
は
自

ず
と
限
界
が
あ
り
ま
す
。

今
後
は
、
よ
り
積
極
的
に
活
動

の
輪
を
広
げ
て
他
団
体
と
も
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
化
を
図
り
、
出
来
る
限

り
多
く
の
マ
ン
シ
ョ
ン
居
住
者
が

正
確
な
知
識
と
情
報
を
共
有
し
、

各
マ
ン
シ
ョ
ン
の
管
理
組
合
活
動

及
び
自
治
会
活
動
の
一
助
と
し

て
、
有
効
に
機
能
す
る
事
を
期
待

し
て
埼
管
ネ
ッ
ト
と
協
力
体
制
を

築
い
て
行
き
た
い
と
願
っ
て
お
り

ま
す
。

連
合
会
で
は
、
月
に
一
度
、
市

内
の
公
民
館
又
は
会
員
マ
ン
シ
ョ

ン
集
会
室
で
意
見
交
換
を
兼
ね
た

勉
強
会
を
開
催
し
て
お
り
ま
す
。

開
催
日
は
連
合
会
Ｗ
ｅ
ｂ
に
掲
載

http://koshigaya-m
ansion-

rengo.com
/

事
務
局
（０８０︲１３５９︲８０４４

）
へ

連
絡
頂
け
れ
ば
、
ど
な
た
で
も
勉

強
会
へ
の
参
加
を
歓
迎
致
し
ま
す
。

今
後
と
も
マ
ン
シ
ョ
ン
居
住
者

の
立
場
か
ら
管
理
組
合
、
自
治
会

活
動
の
運
営
を
通
し
て
、
生
き
た

情
報
を
共
有
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
の
マ
ン
シ
ョ
ン
Ｌ
ｉ
ｆ
ｅ
で

も
情
報
を
発
信
し
て
行
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ

宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

【
秋
の
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
て
】

昨
年
秋
の
埼
管
ネ
ッ
ト
管
理
組

合
実
践
セ
ミ
ナ
ー
「
マ
ン
シ
ョ
ン

は
何
年
も
つ
の
か
？
」
に
連
合
会

メ
ン
バ
ー
も
参
加
さ
せ
て
頂
き
、

マ
ン
シ
ョ
ン
個
々
の
超
長
期
修
繕

計
画
を
た
て
る
事
が
如
何
に
大
切

で
あ
る
の
か
を
、
あ
ら
た
め
て
痛

感
し
ま
し
た
。

①
資
産
を
陳
腐
化
さ
せ
な
い
。

②
次
の
世
代
に
資
産
を
引
き
継
ぐ
。

と
言
う
事
を
視
野
に
入
れ
計
画
す

る
事
は
必
要
で
す
が
、
居
住
者
の

高
齢
化
が
進
む
中
、
今
後
一
時
金

の
徴
収
が
発
生
す
る
よ
う
な
計
画

は
益
々
難
し
く
な
っ
て
来
ま
す
。

ま
た
、
持
続
可
能
な
管
理
組
合

運
営
を
行
な
う
為
に
も
居
住
者
間

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
が
容
易
に

行
え
る
環
境
づ
く
り
も
重
要
だ
と

思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
、
限
ら
れ
た
修
繕

積
立
金
を
無
駄
な
く
効
化
的
に
使

う
為
に
は
個
々
の
マ
ン
シ
ョ
ン
が

独
自
に
大
き
な
方
向
感
を
持
っ
た

上
で
、
事
に
あ
た
ら
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
専
門
家
の
起
用
も
鵜

呑
み
に
す
る
の
で
は
な
く
、
豊
富

な
マ
ン
シ
ョ
ン
改
修
知
識
を
持
っ

て
い
る
の
か
を
見
定
め
る
事
も
重

要
で
す
。

最
後
に
、
東
日
本
大
震
災
の
被

災
者
の
皆
様
へ
心
か
ら
お
見
舞
い

申
し
上
げ
ま
す
。

昨年の通常総会（松下会長：前列右手 ₂ 人目）

松永　久生　初代連合会会長

JQA-QM6964  JQA-EM6433 

 Total
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﹃
新
座
﹄
の
起
源
は
、
八
世
紀

頃
、
新
羅
人
の
帰
化
僧
等
を
中
心

に
し
て
、
現
在
の
和
光
市
（
新
倉

辺
）
に
移
住
さ
せ
て
「
新
羅
郡
」

を
置
き
、
中
世
に
は
新
座
郡
又
は

新
倉
郡
と
書
き
「
に
い
く
ら
」
と

呼
ん
で
い
ま
し
た
。
江
戸
時
代
に

は
今
の
野
火
止
地
区
を
新
座
（
し

ん
ざ
）
な
ど
と
言
わ
れ
て
い
た
の

で
、
一
七
一
七
年
に
郡
名
を
「
新

座
（
に
い
ざ
）」
と
統
一
さ
れ
ま

し
た
。

現
在
の
新
座
市
は
、
昭
和
三
〇

年
に
新
座
町
が
誕
生
し
、
昭
和
四

五
年
に
市
制
施
行
に
あ
た
り
「
新

座
市
」
と
な
り
ま
し
た
。

地
名
で
は
「
野
火
止
」
が
古
く

か
ら
あ
り
ま
し
た
。

平
安
時
代
の
初
期
、
六
歌
仙
の

一
人
在
原
業
平
が
そ
の
著
書
「
伊

勢
物
語
」
の
武
蔵
野
を
旅
し
た
時

＂�

若
草
の
つ
ま
も
こ
も
ら
ぬ
冬
さ

れ
に
、
や
が
て
も
か
ゝ
る
野
火

止
の
塚
。
こ
れ
を
過
ぎ
て
、
ひ

ざ
を
り
（
朝
霞
市
膝
折
）
に
は

べ
り
、
云
々
─
─
─
＂

と
あ
り
ま
す
。
今
、
野
火
止
塚
は

平
林
寺
境
内
に
あ
り
ま
す
。

野
火
止
と
い
う
地
名
の
由
来
は

新
羅
人
が
新
座
の
地
に
住
み
つ
き

朝
鮮
の
火
田
法
を
用
い
て
武
蔵
野

の
荒
野
の
草
原
を
焼
き
、
そ
の
灰

を
肥
料
と
し
た
農
業
の
名
残
か
又

は
春
の
野
焼
き
に
、
そ
こ
に
あ
っ

た
古
墳
が
野
火
の
見
張
り
台
に
使

わ
れ
、
こ
の
辺
り
で
野
火
を
止
め

た
の
で
し
ょ
う
。

又
「
伊
勢
物
語
」
十
二
段
に
、

＂�

む
か
し
男
あ
り
け
り
、
人
の
娘

を
盗
み
て
武
蔵
野
へ
連
れ
て
行

く
ほ
ど
に
、
盗
人
な
り
け
れ
ば

国
の
役
人
に
追
わ
れ
、
女
を
草

む
ら
の
中
に
置
き
て
逃
げ
た
り

け
り
。
追
人
は
こ
の
野
に
盗
人

が
居
る
と
て
火
を
つ
け
ん
と

す
。
女
わ
び
て

「
武
蔵
野
は
け
ふ
は
な
焼
き
そ

若
草
の
つ
ま
も
こ
も
れ

我
も
こ
も
れ
り
」

（
今
日
だ
け
は
、
ど
う
か
武
蔵

野
を
焼
か
な
い
で
下
さ
い
。
夫

と
私
が
ひ
そ
ん
で
い
る
の
で
す

か
ら
）
と
詠
ん
だ
の
を
聞
き
て

女
を
捕
ら
え
て
共
に
連
れ
去
っ

た
。＂
と
、
娘
が
野
火
を
止
め

た
と
い
う
伝
説
も
あ
り
ま
す
。

新
座
市
の
シ
ン
ボ
ル
的
な
「
野

火
止
」
と
「
平
林
寺
」
が
全
国
的

に
有
名
に
な
っ
た
の
は
、
戦
前
の

国
定
教
科
書
「
小
学
読
本
」
に
次

の
よ
う
に
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

﹃
東
京
の
西
北
数
里
に
野
火
止

と
い
う
処
が
あ
る
。
今
は
埼
玉
県

北
足
立
郡
大
和
田
町
に
属
し
て
い

る
が
、
見
渡
す
限
り
打
ち
続
く
畠

の
間
に
は
、
森
あ
り
丘
あ
り
、
家

あ
り
、
流
れ
あ
り
、

春
は
菜
の
花
、
麦
の
緑
。
秋
は

す
す
き
の
波
、
雑
木
の
紅
葉
。

武
蔵
野
の
面
影
が
今
に
残
っ
て

見
る
か
ら
に
野
趣
に
満
ち
た
眺
め

で
あ
る
。

昔
こ
の
付
近
一
帯
は
、
彼
の
知

恵
伊
豆
と
い
わ
れ
た
松
平
信
綱
の

領
地
で
、
彼
の
菩
提
寺
「
平
林
寺

も
此
の
野
火
止
に
あ
る
─
─
─
﹄

野
火
止
地
区
は
、
一
六
四
七
年

に
松
平
信
綱
が
受
領
し
、
川
越
か

ら
農
家
五
五
戸
を
開
拓
農
民
と
し

て
移
住
さ
せ
ま
し
た
。
荒
れ
果
て

た
野
火
止
台
地
に
多
摩
川
の
水
を

引
い
て
農
耕
の
で
き
る
土
地
に
す

る
た
め
開
削
さ
れ
た
「
野
火
止
用

水
路
」
は
、
信
綱
が
江
戸
の
用
水

で
あ
る
玉
川
上
水
を
完
成
さ
せ
た

功
に
よ
り
、
多
摩
川
分
水
の
う
ち

江
戸
へ
七
分
、
野
火
止
へ
三
分
の

水
利
権
を
得
て
、
小
平
市
小
川
村

か
ら
新
河
岸
川
へ
至
る
全
長
二
十

五
キ
ロ
の
用
水
路
で
す
。

野
火
止
地
区
は
標
高
が
高
い
台

地
な
の
で
、
深
い
井
戸
を
掘
り
、

底
の
水
を
汲
み
上
げ
る
た
め
に
特

殊
な
工
法
が
と
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
は
、
螺
旋
形
の
下
り
路
を
掘

っ
て
水
を
汲
み
上
げ
る
方
法
で
、

「
か
た
つ
む
り
」
に
似
た
形
か
ら

「
ま
い
ま
い
ず
の
井
戸
」
と
呼
ば

れ
、
現
在
都
下
下
羽
村
町
に
「
五

の
神
ま
い
ま
い
ず
の
井
戸
」
が
文

化
財
と
し
て
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

野
火
止
用
水
の
完
成
で
、
田
地

も
ひ
ら
か
れ
て
野
火
止
二
〇
〇
石

の
地
が
二
〇
〇
〇
石
と
な
り
ま
し

た
。残

念
な
こ
と
に
、
用
水
も
昭
和

の
開
発
に
よ
り
ド
ブ
川
と
化
し
、

橋
が
な
く
な
り
、
至
る
処
埋
め
ら

れ
て
道
路
に
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
現
在
、
新
座
の
人
々
は
「
よ

み
が
え
れ
野
火
止
用
水
」
を
合
言

葉
に
運
動
を
起
こ
し
、
市
や
県
に

て
本
流
の
保
存
工
事
が
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

�
（
小
島　

次
郎
）

連
載�

私
の
町
は
ど
ん
な
町
⑯

�
│
新
座
市
︵
一
︶│

大規模修繕工事の　　　　　　　　　なら･･･『瑕疵保険』
国土交通大臣指定　住宅瑕疵担保責任保険法人

〒103-0028  東京都中央区八重洲 1-6-6  八重洲センタービル 7F

株式会社 住宅あんしん保証

までお問合せください！ 住宅あんしん 検索

TEL:03-3516-8008  FAX:03-3516-6332
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【
セ
ミ
ナ
ー
テ
ー
マ
】

１
．『
だ
れ
で
も
で
き
る
建
物
の�

�

簡
単
な
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
』

東
日
本
大
震
災
の
後
、
建
物
の

点
検
は
行
い
ま
し
た
か
？

埼
玉
県
に
お
け
る
今
回
の
地
震

被
害
の
状
況
を
皆
さ
ん
に
お
伝
え

し
ま
す
。
ま
た
、
日
頃
見
落
と
し

が
ち
な
、
だ
れ
で
も
で
き
る
建
物

の
簡
単
な
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
に

つ
い
て
解
説
し
ま
す
。

２
．『
管
理
組
合
は�

�

何
を
す
れ
ば
い
い
の
？
』

こ
れ
か
ら
五
月
の
連
休
以
降
に

管
理
組
合
の
総
会
を
迎
え
新
任
の

役
員
に
な
ら
れ
る
方
も
多
い
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

新
任
役
員
さ
ん
と
、
退
任
す
る

役
員
さ
ん
向
け
の
ソ
フ
ト
面
の
テ

ー
マ
と
し
て

①
運
営
面
の
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト

②
管
理
組
合
役
員
の
ス
ム
ー
ズ
な

引
継
ぎ
方
を
中
心
に
、
解
説
致
し

ま
す
。

ま
た
、
個
別
相
談
で
も
管
理
費

滞
納
問
題
、
管
理
会
社
と
の
ト
ラ

ブ
ル
、
瑕
疵
工
事
の
ク
レ
ー
ム
な

ど
、
皆
さ
ん
の
疑
問
に
お
答
え
し

ま
す
。

参
加
申
し
込
み
の
詳
細
は
、
埼

管
ネ
ッ
ト
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
を
参

照
。
ま
た
は
、
事
務
局
ま
で
お
問

合
せ
下
さ
い
。（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
埼
管
ネ

ッ
ト
会
員
は
参
加
費
無
料
で
す
）

第
１５
回

マ
ン
シ
ョ
ン
問
題
総
合

�

研
究
所
通
常
総
会
報
告

日
時
：
平
成
２３
年
３
月
５
日
（
土
）

場
所
：�

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
埼
管
ネ
ッ
ト

事
務
所

議
案

第
１
号
議
案　

�

平
成
２２
年
度
事
業

報
告

第
２
号
議
案　

�

平
成
２２
年
度
決
算

報
告
及
び
監
査
報

告

第
３
号
議
案　

�

平
成
２３
年
度
事
業

計
画
（
案
）

第
４
号
議
案　

�

平
成
２３
年
度
予
算

（
案
）

第
５
号
議
案　

�

役
員
増
員
に
関
す

る
件

午
後
４
時
、
喜
田
理
事
長
の
挨

拶
に
始
ま
り
、
久
保
専
務
理
事
が

議
長
に
選
出
さ
れ
、
第
１
号
議
案

か
ら
第
５
号
議
案
ま
で
審
議
さ

れ
、
全
て
の
議
案
に
つ
い
て
満
場

一
致
で
承
認
さ
れ
た
。

（
注
）
第
５
号
議
案
に
つ
い
て
は
、

会
員
管
理
組
合
の
ニ
ー
ズ
も
あ

り
、
埼
管
ネ
ッ
ト
の
要
望
に
よ
り

出
張
相
談
他
外
部
に
出
向
い
て
の

活
動
を
実
施
す
る
為
、
１
級
建
築

士
２
名
の
役
員
就
任
を
承
認
し
た

も
の

第
１０
回
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
埼
管
ネ
ッ
ト

総
会
開
催
の
案
内

開
催
日
時　

平
成
２３
年
５
月
２２
日

（
日
）
午
前
１１
時

開
催
場
所　

埼
管
ネ
ッ
ト
事
務
局

住
所　

さ
い
た
ま
市
南
区
南
浦
和

３
─
３
─
１７
豊
曜
ビ
ル
２
Ｆ

（
Ｊ
Ｒ
南
浦
和
駅
東
口
よ
り
徒
歩

５
分
）

ホームページからの情報発信 � http://www.saikan-net.com/
事務局への連絡にもご協力ください

第
３８
回 

春
の
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
組
合
実
践

セ
ミ
ナ
ー
と
座
談
会
の
ご
案
内

日　

時　

平
成
２３
年
５
月
２２
日
（
日
）

　
　
　
　
　
　

午
後
１
時
００
分
開
場
・
１
時
３０
分
講
演
開
始

場　

所　

さ
い
た
ま
市
文
化
セ
ン
タ
ー　

３
階
大
集
会
室

　
　
　
　
　
　
（
Ｊ
Ｒ
京
浜
東
北
線　

南
浦
和
駅
西
口
よ
り
徒
歩
７
分
）


